
に
、
施
設
の
一
部
改
修
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
今
後
、
利

用
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る

方
を
含
み
、
３
月
中
か
ら
プ

レ
オ
ー
プ
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
既
に
、
リ
ハ
ビ
リ
専

門
職
も
増
員
さ
れ
、
方
針
に

示
さ
れ
て
い
る
様
な
取
り
組

み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
リ

ハ
ビ
リ
を
行
う
専
用
の
ス
ペ

ー
ス
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、

個
別
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
他
、
自
発
的
に
リ
ハ
ビ

リ
を
行
い
た
い
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
利
用
者
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時

間
の
過
ご
し
方
に
も
多
様
性

を
取
り
込
み
、
午
後
は
集
団

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
個
別
リ

ハ
ビ
リ
を
行
う
方
、
ゆ
っ
く

り
休
ま
れ
る
方
や
趣
味
活
動

を
し
て
過
ご
す
方
な
ど
、
本

来
の
姿
と
も
思
え
る
よ
う
な

時
間
の
過
ご
し
方
を
し
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
事
業
所
で
は
、「
利

わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

好
調
な
日
本
経

済
。
株
価
は
史

上
最
高
値
と
い

う
。
し
か
し
、そ

れ
を
実
感
で
き

る
人
が
ど
れ
ほ

ど
い
る
だ
ろ
う
。

非
正
規
労
働
者

が
４
割
を
占
め
、

４
千
万
人
の
年

金
受
給
者
の
半
数
が
年
金
の

み
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
の
国
の

実
態
。
物
価
の
上
昇
に
収
入
が

追
い
つ
く
人
は
１
／
３
に
も

満
た
な
い
。
▼
病
院
経
営
も
深

刻
で
あ
り
、
診
療
報
酬
は
こ
の

20
年
間
の
平
均
で
、
年
に
０
・

０
６%

上
昇
し
た
の
み
。
厚
労

省
調
査
で
、
一
般
病
院
の
利
益

率
は
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金

を
除
く
と
２
０
２
２
年
度
は

マ
イ
ナ
ス
４
・
７%

で
あ
る
。

介
護
事
業
所
も
４
割
が
赤
字

経
営
と
い
う
。
▼
日
本
経
済
を

リ
ー
ド
し
政
治
に
対
し
て
も

っ
と
も
発
言
力
の
強
い
経
団

連
は
、
高
齢
化
に
よ
り
増
加
す

る
社
会
保
障
費
等
の
削
減
、
消

費
税
18
％
ま
で
の
引
き
上
げ
、

法
人
税
の
大
幅
引
き
下
げ
な

ど
を
政
府
に
求
め
て
い
る
。
医

療
も
介
護
も
保
険
で
支
払
わ

れ
な
い
部
分
を
差
額
ベ
ッ
ド

料
な
ど
の
個
人
負
担
と
し
て

徴
収
す
る
こ
と
で
し
か
、
経
営

を
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
▼
当
生
協
は
２
０

２
６
年
竣
工
を
め
ざ
し
た
新

病
院
建
設
の
議
論
を
職
員
一

丸
と
な
っ
て
、
理
事
・
組
合
員

さ
ん
の
力
も
借
り
て
計
画
を

練
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
資
材

の
高
騰
に
よ
っ
て
、
建
設
費
用

は
予
定
額
を
大
幅
に
超
え
て

い
る
。
▼
公
的
医
療
費
の
抑
制

政
策
が
続
く
中
で
「
人
の
い
の

ち
を
お
金
で
差
別
し
な
い
」
と

い
う
当
生
協
の
理
念
を
貫
き
、

差
額
医
療
を
行
わ
ず
に
多
額

の
借
金
返
済
を
行
え
る
の
か
、

き
び
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
な

が
ら
、
地
域
の
人
々
が
築
き
上

げ
て
き
た
財
産
、
い
の
ち
の
砦

の
病
院
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る

た
め
の
運
動
を
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
困
難
を
抱
え
る

人
た
ち
の
健
康
に
も
し
っ
か

り
と
寄
り
そ
う
政
治
を
も
と

め
な
が
ら
。�

瀧
口
（
道
）

情
勢
や
世
代
を

見
据
え
た
事
業

　
「
虹
」
と
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

が
あ
る
前
橋
は
、
他
の
地
域

と
比
べ
通
所
事
業
が
多
く
散

在
し
て
お
り
、
利
用
者
が
サ

ー
ビ
ス
を
選
び
や
す
い
一
方

で
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

は
飽
和
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
事
業
者
が
存
在

す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
内
容
も
多
様
化
が
進
ん
で

お
り
、
選
ば
れ
る
事
業
づ
く

虹
と
さ
く
ら
ん
ぼ
が
統
合
し
た
新
た
な
通
所
事
業

虹
と
さ
く
ら
ん
ぼ
が
統
合
し
た
新
た
な
通
所
事
業

り
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
に
産
ま
れ
た
「
団
塊
の
世

代
」
が
75
歳
以
上
と
な
り
、

今
後
多
く
の
方
が
介
護
保
険

を
利
用
す
る
状
況
が
見
通
せ

ま
す
。
従
来
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
な
い
新
た
な
通
所
事

業
を
展
開
し
て
い
く
事
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
事
業
の
方
針

　

情
勢
や
利
用
者
層
を
考
慮

し
た
う
え
で
、
４
月
か
ら
始

に
よ
り
、
利
用
者
の
身
体

残
存
能
力
を
維
持
し
、
在

宅
生
活
の
継
続
を
す
す
め

ま
す
。
ま
た
、
送
迎
サ
ー

ビ
ス
で
自
宅
を
訪
れ
た
際

に
、
必
要
な
方
に
は
玄
関

先
で
の
対
応
の
み
で
な

く
、
身
の
周
り
の
安
心
で

き
る
環
境
づ
く
り
ま
で
お

こ
な
い
ま
す
。

②�

「
利
用
者
が
主
体
的
に
行

え
る
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
」

　

�

新
た
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
虹
で
は
、
３
人
の

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を
配
置

し
ま
す
。
や
ら
さ
れ
て
い

る
様
な
、
一
方
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

で
は
な
く
、
利
用
者
が
自

己
決
定
が
で
き
る
環
境
を

作
り
ま
す
。
自
ら
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
お
う

と
す
る
意
志
を
引
き
出

し
、
そ
れ
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を
お
こ
な
っ
て
い
き

ま
す
。

③�

「
社
会
と
の
つ
な
が
り
」

　

�

当
生
協
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

改装したリハビリスペース改装したリハビリスペース

趣味活動の園芸趣味活動の園芸

利用風景利用風景

２
０
２
４
年
４
月
１
日
よ
り
通
所
リ
ハ
ビ
リ
さ
く
ら
ん
ぼ
と

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
虹
が
統
合
し
、
新
た
な
通
所
事
業

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
再
編
と
統
合
に
向
け
た
議
論

を
重
ね
て
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

シ
ョ
ン
は
、
医
療
機
関
や

介
護
施
設
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
築
く
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
近
隣
の
小
学
校
や
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
交

流
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
世
代
を
超
え
た
施

設
外
の
方
と
の
交
流
や
外

出
を
社
会
的
参
加
の
機
会

と
し
て
今
後
も
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
。

④�

「
利
用
者
の
役
割
創
出
」

　

�

利
用
者
の
や
り
た
い
こ
と

や
、
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を

活
か
す
こ
と
で
、
利
用
時

間
の
中
で
、
本
人
の
役
割

の
創
出
に
繋
げ
て
い
き
ま

す
。
役
割
は
自
己
効
力
感

や
肯
定
感
に
繋
が
り
、
生

き
る
活
力
に
な
り
ま
す
。

⑤�

「
サ
ー
ビ
ス
の
個
別
選
択

制
の
追
及
」

　

�

こ
れ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
者
さ
れ
る
団
塊
の
世
代

を
見
据
え
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
方
法
も
重
要
で
す
。
個

人
個
人
の
趣
味
嗜
好
に
合

わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

提
供
を
お
こ
な
っ
て
い
き

ま
す
。

⑥�

「
医
学
的
に
裏
付
け
さ
れ

た
認
知
症
ケ
ア
」

　

�

人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
認

知
症
を
患
う
方
も
増
え
て

い
ま
す
。
認
知
症
を
抱
え

て
い
る
利
用
者
に
対
し

て
、
根
拠
の
あ
る
関
り
方

を
全
て
の
職
員
が
で
き
る

よ
う
な
職
員
育
成
を
お
こ

な
っ
て
い
き
ま
す
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
の
様
子

　

新
た
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
虹
は
、
利
用
者
の
受

け
入
れ
人
数
を
増
や
す
た
め

介
護
福
祉
部
副
部
長
　
佐  

藤  

　
雄

群
馬
中
央
医
療
生
活
協
同
組
合

ま
る
新
た
な
通
所
事

業
計
画
と
し
て
６
つ

の
運
営
方
針
が
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

①�

「
在
宅
生
活
の
継

続
を
最
大
限
支
援

す
る
」

　

�

利
用
者
本
人
と
家

族
が
、
在
宅
で
長

く
暮
ら
し
て
い
く

為
の
支
援
を
お
こ

な
っ
て
い
き
ま

す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
充
実

お問い合せ
　デイサービスセンター虹
　前橋市朝倉町157-3　TEL 027-265-3820

用
者
の
笑
顔
」、

「
利
用
者
・
家
族

の
思
い
」、「
利
用

者
の
達
成
感
」

を
柱
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
随
時
見

学
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の

で
、
是
非
新
し

く
な
っ
た
事
業

所
へ
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

⑴ 　　　��（毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2024.4.1 第696号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）
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無料・低額診療事業を行っています
前 橋 協 立 病 院	 TEL:027-265-3511
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前橋協立診療所	 TEL:027-231-6060
桐生協立診療所	 TEL:0277-53-3911
協立歯科クリニック	 TEL:027-265-6601
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2023年度活動のまとめ案　ダイジェスト
「2023年度のまとめ」について、組合員活動・事業利用・経営活動など特徴的な取り組みをダイジェストとして紹介いたします。

①事業活動・経営活動
〇新型コロナウイルス感染症への対応
　新型コロナウイルス感染症が５類へ移行した後も、病院・診療所では引き
続き同様の感染対策が続けられています。発熱外来には連日多くの風邪症状
の方が来訪されており、院外での検査や診療を受けています。
〇特徴的な医療介護活動
　訪問看護を地域に知ってもらうため「くらしと健康」へ4回連載で記事を
掲載しました。
　介護事業所では「認知症ケア」について職員を対象に認知症の理解を深め、
統一した介護実践に向けた研修を実施しました。
〇�プライマリケア（身近にあってなんでも相談にのってくれる総合的な医療）
としての取り組み
　前橋協立病院では、生活を支える病院として、かかりやすさや相談しやす
い外来を目指し、総合診療やプライマリケア看護の強化をおこなってきまし

た。積極的な周辺地域のまちかど健康チェックや相談会を通して、地域のニ
ーズや地域の方の生活に寄り添う医療に取り組んできました。
　全ての事業所で「断らないで受け入れる」ことを方針として、生活困窮や
様々な社会背景を抱えている方の医療の受け皿になってきました。
〇経営活動
　前橋協立病院は病棟稼働の安定化と在宅拡充をすすめ、予算を大きく超過
達成しました。
　太田協立診療所は「断らないで受け入れる」方針を共有して外来患者数を
前年より増やしました。
　桐生協立診療所は在宅支援診療所としての算定により在宅分野で大きく前
進し経営改善が図られました。
　小規模多機能居宅介護施設ふれあいの家六供は外部への発信活動などを強
め利用者数を増やしました。

⑤新病院建設構想議論・運動
〇新病院構想議論
　前橋協立病院の新病院建設の議論は、新たな前橋協立病院の医療・介護機能に合わせた敷地内
配置図や院内図面の議論が進められてきました。建設単価の高騰が著しく、総建設費用に合わせ
た建設の議論が繰り返し行われています。
〇病院近隣地域の全戸訪問
　新病院建設に合わせた病院近隣地域の全戸訪問を７
月から組合員と職員共同で取り組んでいます。現在約
1500件を訪問しています。訪問先では病院建設を応援
する声や増資などの協力もあります。

③選ばれる事業利用、ボランティア活動
〇院所利用委員会活動
　今年度の院所利用委員会では、より利用しやすい環境
づくりのための院内ラウンドを積極的に実施しました。
組合員や患者の目線から事業所の環境を把握し、事業所
と組合員一体となり環境改善をおこないました。
〇事業所のボランティア活動
　病院周辺の環境整備ボランティアでは、前橋協立病院
や特別養護老人ホームほなみの敷地内除草やふれあいの
家六供の除草作業、太田協立診療所駐車場の除草作業や
花の手入れなど多くの組合員が活躍しました。また、前橋
協立病院敷地内では、毎週水曜日の午前中に誰もが立ち
寄ることのできる居場所として「よってくんべぇカフェ」
が開催されており、受診に訪れた方や地域の方の憩いの
場となっています。
〇ちょこっと助け合い活動
　中毛地区の「ちょこっと助け合いの会」は、地域からの
需要が広がっており依頼が増えています。支援者も徐々
に増えており、高齢者の身の回りのちょっと困った、から
傾聴のボランティアまで幅広く活躍されています。

④いのち・人権・平和をまもる取り組み
〇生活困窮者支援
　前橋協立病院敷地内では、７月と12月に生活応援プロジェクト「年越し協立フェア」として、
生活困窮者への物資支援や医療介護相談を開催し、合計326人の方が参加しました。
　また、日常的に食料に困っている方を支える仕組みとして開始したフードパントリーにも、組
合員から多くの物資が日常的に集まっています。11月には大泉千代田支部が他団体と連携し、
「生活相談フードバンクin大泉」を開催し251名が参加しました。館林明和班の「まんまる食堂」
では毎月子ども達へ食料を配布しています。

〇多彩な班活動
　新型コロナウイルス感染症の影
響で、一時停滞していた班活動も
再開し、新たな班も徐々に作られ
ています。体操や運動などの班会
に加え、芸術鑑賞やお菓子作り、カ
ロムやボッチャなどの交流や趣味
を多く取り入れた繋がりづくりを
重視する班会も増えています。
〇地域住民を巻き込んだイベント
　前橋協立病院の敷地内で開催された「ボッチャ大会」や桐生協立診療所敷
地内で開催された「収穫祭・野外コンサート」大泉千代田支部が参加した「お
おいずみ市民フェスティバル」など、地域住民の多世代に向けた活動が広が
り多くの方が参加しました。
〇まちかど健康チェック・相談会
　昨年から積極的に実施してきた
スーパーなど店舗でのまちかど健
康チェックや相談会は、今年度更
に活発に開催されました。中毛地
区ではフレッセイ朝倉店、桐生地
区ではカスミ桐生店、太田地区で
はコープ新井店での定期的な開催

がおこなわれ、昨年度の倍以上の方の健康チェックや相談に対応しました。
〇健康づくり活動
　昨年度に引き続き在
宅で生活し続けるため
の身体のケアとして、セ
ルフケアの学習会が開
催されました。ソクイク
（息育・足育）の学習会
や体験会では医学体操
指導者の松尾初美さん
が実技を踏まえた体験
会を各地で開催し、学習会終了後に吹き戻しなどを購入したり、班会での取
り組みも広がりました。
　太田地区と桐生地区では、秋にウォーキングイベントを開催し、多くの方
が参加しました。
〇ぐんままるごと健康づくり
　毎年恒例となっているぐんままるごと健康チャレンジには、今年も多くの
方が参加しました。特に子ども向けのキッズチャレンジでは、複数の学校や
保育園から参加があり、前橋市立総社小学校ではチャレンジのつながりで、
協立歯科クリニックの歯科医師と歯科衛生士が子ども達への口腔衛生の講義
をおこないました。

②健康づくり・まちづくり

ボッチャ体験会の様子ボッチャ体験会の様子

桐生健康チェック桐生健康チェック

太田健康づくり太田健康づくり

新病院全戸訪問新病院全戸訪問
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① 地域包括ケアシステムの深化・推進
　  より専門職としての専門性を発揮し、認知症ケアやターミナルケ

アを強化し、感染症にも対応し、地域との連携、医療機関との連
携を強くして、利用される方々の尊厳を守り、住み慣れた地域で
過ごし続けられるような支援・介護に加算が高く設定されました。

② 自立支援・重度化防止に向けた対応
　  リハビリのみでなく、口腔や栄養の管理やケアも一体的に取り組

み、それを評価し、強化することに加算等が設定されています。
LIFE（科学的介護情報システム）の活用も強化するよう求められ
ています。

③  良質な介護サービスの効率的な提供に向けた働きやすい職場づく
り

　  介護職員の処遇改善が見直され、煩雑な制度を簡素化し、処遇改
善がすすむように改定されました。介護ロボットや見守り機器等
のテクノロジーの活用の促進やそれによる人員配置基準の緩和も
可能になり、ケアマネージャーにより多くの件数を担当できるよ
うになります。

④ 制度の安定性・持続可能性の確保
　  介護報酬の適正化のもとに同一建物内でのサービスは効率的にお

こなえるとして、報酬が引き下げられます。
⑤  その他
　  通所系サービスの送迎を他の事業所と一緒にできるような方向性

も示されています。

2024年度　群馬中央医療生活協同組合総代当選人氏名
2024年３月19日

総代選挙管理委員長　瀧澤　佳津子

中毛地区
１区＿＿＿
兼子　春江
富所　正義
亀田　光江
龍崎　一郎
塚本まさ枝
青木　惠子
伊藤　京子
須藤しず江
井上　好美
坂本　勝子
萩原由美子
川村　好子
蓮見　安廣
須賀　康夫
三輪田順子
丸岡　祐一
吉野　幸子
𠮷田　祐子
山本　エマ
桑原　順子
大澤　禮子

桑原　新一
岸　　英夫
岸　　弘子
吉原　照世
栁澤　正克
栁澤まち子
中澤のり子
湯澤　　昭
宮下美恵子
菅原　　宏
新嶋　次也
堀越　光明
堀越登喜子
荒木　兼男
久保　洋子
外池　千明
福島　正明
関口　正子
矢端　廣行
川和　　悟
金澤　民江
関根　英子
小野美喜子
横山　　勉

本田千枝子
角田　政雄
平田　春江
松本　泰三
横地　純子
吉澤　育代
牛込　秀子
田村　和義
矢端　勝夫
角田　　久
宮本　好子
須永　汎美
長谷川厚子
中道　浪子
重田　石子
加藤美津子
野村由利子
米澤　正和
中村　佳子
笠原夕美子
笠原　寅一
女屋由紀子
女屋はるみ
重原あゆみ

井上　久子
石田ちか子
黒須　洋子
加藤　　芳
岩田冨美枝
新井千恵子
池田　　忍
新井　　博
北爪　源寿
三浦サヱ子
工藤　マサ
西村美代子
杉原　久子
１区　計82名

２区＿＿＿
金子　　誠
国安　俊夫
染谷　　誠
森　　和恵
阿久津勝美
岸　　義路
星名加根子
角田　とよ

奥木　栄八
奥木由美子
宮内　正子
新井せつ子
金井　　都
増田　妙子
飯島　順子
渡辺やす子
綿貫　定雄
吉田麻依子
相馬　庸子
依田　一枝
渡辺　保子
岡村　松子
松井　國光
鈴木　春美
福江　　忍
薊　友紀子
高橋　礼子
田村　忠重
唐沢　孝子
狩野　妙子
松村　岩雄
半田かつ代

狩野　幸枝
関口万里子
岩﨑　信子
今井シヅ江
小林　光子
石原由紀子
大塚　秀雄
田村　洋子
佐鳥　里江
佐々木美知子
宮下　征男
星野小夜子
石井　恵子
堀　　泰雄
高橋美恵子
中林　悦子
森田さよ子
安生　敏子
白石　正江
吉村　正子
甫仮　文子
小林アイ子
櫻井　弥生
２区　計55名

３区＿＿＿
関口智恵子
岡野　洪枝
青木　洋子
齋藤　京子
新井　康子
新井　光夫
町田　政義
滝川　哲雄
柿沼　五月
酒井　宏子
新井　節子
星野　秋子
３区　計12名

太田地区
４区＿＿＿
小川　弘巳
田部井淳三
三田智惠子
油座よしや
三田トミヱ
倉澤　育美
正田きみ子

伊東　悦子
岡ノ谷文子
川上アサ子
木村　文子
須藤　髙子
中庭知江子
長岡　清子
團原　　敬
松浦　孝子
大澤　章江
園田　幸子
澤井トミエ
須永　平吉
木村　陽子
竹内　玉枝
怒木　三郎
森田　　功
田村　鉄雄
松本　久枝
茂木喜美夫
山　　明美
𠮷田あや子
新村　貴紀
若田部健次

田端　智子
薗部　己行
早川　市子
金子　光國
川島　玲子
小野里充弘
松尾　初美
渋澤　俊之
坂口　克彦
４区　計40名

桐生地区
５区＿＿＿
庭山眞理子
小池　敏子
藤掛　澄江
菊地　公則
小島　祐明
川瀬　晴夫
稲村　恒雄
佐藤　正司
中島　孝守
向田　智美
川島　億之

桑原　正一
滝澤　悦子
中島　芳子
根岸みちる
鳥居　睦美
小辻　　明
須田章七郎
佐々木のり子
５区　計19名

職域
６区＿＿＿
永来　峻一
吉井さか枝
鹿沼まゆみ
石原　清恵
田尻　光良
山口　怜生
松本　律子
６区　計7名

2024年度介護報酬改定について
介護福祉部部長　桑原　　拓

　介護保険制度では、３年に一度を目安に介護報酬の改定がおこなわれます。介護報酬とは介護保険事業所の介護
サービスに対して支払われる報酬です。１～３割は利用される方々に負担していただいています。今回の介護報酬
改定の全体像としては以下のとおりになっています。

　今回の介護報酬改定は、利用する方々には、在宅生活をなるべ
く継続できるよう支える仕組みがすすんだ点で、介護職員には処
遇改善がすすむという点で、介護職員にそれぞれに有益な内容も
ありますが、大きな問題点があります。それは生産性の向上という
内容です。簡単に解釈すると、国は現在の介護職員で、なるべく
人員を増やさずに、より多くの利用者さんを支援・介護できるよう
にという考えが透けて見える内容です。そのために、働きやすい職
場環境づくりという言葉で生産性の向上を求めていると思います。
言い換えると、まだ介護保険のサービスには無駄があるため、より
効率的な支援・介護をできるようにしてほしいと言われているよう
な気がします。しかし、認知症の人の介護において、例えば適切
な認知症ケアとは、短期記憶を保持できない特徴のある認知症の
人はそのことに不安と焦りを抱えることになり、介護職員は、その
繰り返される訴えに傾聴心情を寄せ、理解し、安心してもらえる
返答を繰り返すことです。しかし、それは決して効率的とはいえま
せん。支援や介護に効率を求める考えや動きが強まれば、適切な
認知症ケアが非効率なケアと切り捨てられることにつながるので
はないかと危惧してしまいます。介護職員の負担が軽減できる業
務効率化は必要なことと考えますが、人の尊厳を守ることまで切り
捨てることのないようにしなければいけないと強く思います。「人」
を支えることは「人」にしかできないことを私たちは大切にし、制
度の行方に目を凝らすことが必要になります。
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①スクワット
　　（効果）	下半身の筋力はもちろん姿勢を安定させる

ことが出来ます。
　　（目標）10回1日３セット

②片足立ち
　　（効果）	体重を片脚に乗せることで、両足立ちの倍

の負荷を与えることができ骨を強くする効
果があります。また、バランス感覚が鍛えられるの
で転倒予防にもなります。

　　（目標）左右１分ずつ１日３回

③かかと上げ
　　（効果）�骨に刺激をあたえ、ふくらはぎの筋力を強くするこ

とが出来ます。
　　（目標）�10回１日３セット
※�不安な方は壁やテーブルに掴まりながら行っても大丈夫です。まずは安全な運
動で無理なく行いましょう。

骨折予防になる運動

　２月11日（日）に前橋プラザ元気21にぎわいホールにて、群馬

子どもの権利委員会主催の「子どもまんなかフェスタ」が開催さ

れ、約400名の方が来訪されました。群馬中央医療生協からは、前

橋協立病院小児科の齋藤医師と吉岡助産師を含む職員４名と組合

員３名が参加しました。

　今回のイベント

は、子どもも大人も

一緒に遊び、体験

し、交流することを

通して子どもたち

の幸せを願う人々

の繋がりを広げ、子

どもの権利への理

解を深めることを

目的とし、約20の

子どもの権利を考える「子どもまんなかフェスタ」
団体が参加し体験

コーナーや飲食物

の無料配布などを

実施しました。当生

協は「健康発達相

談・健康チェック」

のブースを担当し、

診療室では聞きづ

らい小さな相談事

に小児科医が答え

たり、握力測定では家族でチャレンジをして盛り上がったりと、親

子で一緒に遊び、気軽に楽しんでいただくことができました。来

訪者からは「小さな質問にも丁寧に答えていただけたので相談し

て良かった」「握力はなかなか測定する機会がないので楽しかっ

た！」という声が聞かれました。
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仲間仲間のの作品コーナー作品コーナー

「32年間ありがとう」
通所リハビリさくらんぼ　利用者・職員一同

地域活動地域活動アアララカカルルトト

文京支部　理事　中島進
　春めく３月15日（金）。「ウクレレ・ライブ　聴いて、歌って、
楽しもう！」として行いました。曲目は、懐かしい童謡から「北
国の春」、キャンディーズの「春一番」まで春の歌を集めて。演
奏は協立病院元職員で、ウクレレの外池宏さんとカホン（ペル
ー発祥の木製の箱に跨って演奏する打楽器）の外池千明さん。
　プログラムの前半では、新病院建
設の進捗状況を３Ｄ映像で説明を
受け、また、管理栄養士の北原望さ
んを中心に、「食事からフレイルを
予防しよう」と題して懇談しました。

韮川南支部　支部長　松浦孝子
　韮川南支部では、２月24日(土)コロナ前に開始した「なかよ
しカフェ」を再開しました。12月の支部運営委員会で、生協強
化月間にある「担い手づくり」「班をつくろう」について、み
んなで考えることを提案して決まりました。
　新型コロナウイルスが蔓延し、人々の暮らし方、意識、街の景
色、学校生活、様々な社会の変化は大きかったですが、疲弊の中
から脱皮し、新しい知恵と創造のスピードも学んだ感もあります。
　会場は、太田協立診療所リハビリ棟「あゆみ」です。
①少人数でもいいね②動き出そう③組合員が集まってつなが
ろう、の３点で計画しました。１月のネットワーク（太田地区
広報）と口コミ宣伝。当日はラジオ体操、輪投げで体を温め、
気持ちもほぐれティータイム、雑談です。
　「18歳は暴走、81歳は逆走」「日帰りで行ってみたいな天国へ」
「おいしいもち、食べちゃえ、ダイエットは明日から」と小学生の
詩の朗読で大笑い。初めて参加された方の「楽しかったです」の
一声がうれしい。つぎは２か月後に会いましょうと解散しました。

桐生地区
　桐生市広沢町の南公園に33名が集まり、群馬大学
名誉教授の山西哲郎先生に「ストレッチ」や「歩き
方」を教えていただきながらウォーキングしました。
２月28日（水）は梅まつりの時期で梅の花がちょう
ど見ごろを迎えとてもきれいでした。健脚の方だけで
なく足の悪い方や車いすの方も参加し、芝生の上で寝
転んだりお互い手を取り合ってストレッチしたり。来
た時は杖をついていた方も帰りは杖なしで歩けてい
ました。ちょっと風が強かったけれど皆さんへっちゃ
らの様子。初めて参加された方も多く最後にみんなで
お弁当を食べながら話に花が咲きました。来月は相生
支部のウォーキング企画にお誘いし、また会えるとい
いね～と思いながら解散となりました。

「配布者＆組合員交流会」「配布者＆組合員交流会」

なかよしカフェ再開なかよしカフェ再開

梅をみながら『梅ウォーク』梅をみながら『梅ウォーク』
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　
御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　
二
〇
二
四
年
四
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　
〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　
解
答
　
官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
296
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
295
回
の
答
え
》

ワ
カ
サ
ギ
ツ
リ（
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

花
よ
り
だ
ん
ご
の
花
は
？

２　

…
…
は
友
を
呼
ぶ

３　

写
生
画
。
…
…
ブ
ッ
ク

４　

お
す
も
う
さ
ん

５　

要
領
。
仕
事
の
…
…
を
つ
か
む

６　

急
病
の
患
者
の
こ
と

９　

一
定
の
限
ら
れ
た
広
さ
の
中

11　

学
校
で
学
年
末
か
ら
新
学
年
に
な

る
ま
で
の
間
の
休
暇

13　

紅
色
の
宝
石

14　

足
裏
の
く
ぼ
み
。
…
…
ふ
ま
ず

17　

赤
い
羽
根
の
共
同
…
…

18　

目
的
地
。
…
…
イ
ン

20　

夜
寝
る
時
に
使
う
布
団
や
枕

21　

数
を
ご
ま
か
す
。
…
…
を
読
む

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　
「
百
日
紅
」
な
ん
と
読
む
？

５　

60
歳
は
還
暦
。
70
歳
は
？

７　

色
気
よ
り
…
…

８　

ガ
ソ
リ
ン
や
ベ
ン
ジ
ン

10　

手
紙
の
本
文
が
終
わ
っ
た
後
で
、

さ
ら
に
書
き
加
え
る
文

11　

収
拾
の
つ
か
な
い
大
騒
ぎ
。
…
…

の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う

12　
「
海
豚
」
っ
て
読
め
ま
す
か
？

14　

ウ
リ
の
…
…
に
な
す
び
は
な
ら
ぬ

15　

花
…
…
。
ビ
ー
ル
…
…

16　
「
矮
鶏
」
な
ん
と
読
む
？

18　

進
め
。
レ
ッ
ツ
…
…

19　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
画
像
を
入
力

す
る
装
置

22　

鼻
歌
を
歌
う
こ
と

23　

キ
ュ
ー
バ
の
ダ
ン
ス
音
楽

296
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ヨ
コ
の
カ
ギ

１
「
百
日
紅
」
な
ん
と
読
む
？

５

60
歳
は
還
暦
。
70
歳
は
？

７

色
気
よ
り
…
…

８

ガ
ソ
リ
ン
や
ベ
ン
ジ
ン

10

手
紙
の
本
文
が
終
わ
っ
た
後
で
、

　
　

さ
ら
に
書
き
加
え
る
文

11

収
拾
の
つ
か
な
い
大
騒
ぎ
。

　
　

…
…
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う

12
「
海
豚
」
っ
て
読
め
ま
す
か
？

14

ウ
リ
の
…
…
に
な
す
び
は
な
ら

　
　

ぬ

15

花
…
…
。
ビ
ー
ル
…
…

16
「
矮
鶏
」
な
ん
と
読
む
？

18

進
め
。
レ
ッ
ツ
…
…

19

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
画
像
を
入

　
　

力
す
る
装
置

22

鼻
歌
を
歌
う
こ
と

23

キ
ュ
ー
バ
の
ダ
ン
ス
音
楽

　
　タ
テ
の
カ
ギ

１

花
よ
り
だ
ん
ご
の
花
は
？

２

…
…
は
友
を
呼
ぶ

３

写
生
画
。
…
…
ブ
ッ
ク

４

お
す
も
う
さ
ん

５

要
領
。
仕
事
の
…
…
を
つ
か
む

６

急
病
の
患
者
の
こ
と

９

一
定
の
限
ら
れ
た
広
さ
の
中

11

学
校
で
学
年
末
か
ら
新
学
年
に

　
　

な
る
ま
で
の
間
の
休
暇

13

紅
色
の
宝
石

14

足
裏
の
く
ぼ
み
。
…
…
ふ
ま
ず

17

赤
い
羽
根
の
共
同
…
…

18

目
的
地
。
…
…
イ
ン

20

夜
寝
る
時
に
使
う
布
団
や
枕

21

数
を
ご
ま
か
す
。
…
…
を
読
む

答え　「ハルキャベツ（春キャベツ）」

３
月
15
日
は
「
オ
リ
ー
ブ
の

日
」。
オ
リ
ー
ブ
は
栄
養
価
が

高
く
、
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
多
く
含
み
、

風
邪
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
は
る
か
古
代
か
ら
地
中
海

沿
岸
で
栽
培
さ
れ
る
な
ど
、
人

類
の
歴
史
と
密
接
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。こ
ん
な
オ
リ
ー
ブ
。

世
界
で
は
あ
る
も
の
の「
象
徴
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
何
で

し
ょ
う
？

〈
答
え
〉

「
平
和
の
象
徴
」
で
す
。
旧

約
聖
書
で
は
、
大
洪
水
を
生
き

延
び
た
ノ
ア
が
、
箱
舟
か
ら
鳩

を
放
ち
、
そ
の
鳩
が
オ
リ
ー
ブ

の
葉
を
く
わ
え
て
戻
っ
て
く
る

と
水
が
引
き
始
め
平
和
が
訪
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

伝
説
か
ら
、
鳩
と
同
様
「
平
和

の
象
徴
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ

クロス漢字ワード当選者  （①応募総数②正解者数③当選者）／ 294回①37通②35通③5名　高橋淨（前橋市）　斉藤佐一（前橋市）　めがねじぃじ（前橋市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　セッキー（前橋市）　内田八惠子（邑楽郡）

（
敬
称
略
）

２
月
も
後
半
で
す
が
気
温
の
差
に

身
体
が
つ
い
て
い
か
な
い
毎
日
で

す
。
花
粉
症
も
夫
と
２
人
で
大
変

で
す
。
コ
ロ
ナ
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
も
流
行
っ
て
い
て
孫
も
イ
ン
フ

ル
に
。
学
年
閉
鎖
と
、
夫
と
２
人

申
し
訳
な
い
け
れ
ど
近
く
に
行
か

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
状
態
。
ど

ち
ら
も
、
い
つ
ど
こ
で
感
染
す
る

の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
怖
い
…
。

し
っ
か
り
手
洗
い
と
マ
ス
ク
で

す
。�

（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
）

「
こ
ぶ
観
音
ウ
ォ
ー
ク
」の
記
事
が

載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
楽

し
く
、
ま
た
怪
我
無
く
歩
け
た
よ

う
で
良
か
っ
た
で
す
ね
。
写
真
を

見
る
と
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
、
現

れ
て
い
ま
す
。
私
も
月
一
度
、
こ

ぶ
観
音
に
お
参
り
に
妻
と
行
き
ま

す
。
た
ま
に
草
も
ち
を
買
っ
て
き

ま
す
。�（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

最
近
の
異
常
気
象
に
は
気
持
ち
も

身
体
も
付
い
て
行
け
ま
せ
ん
。
寒

暖
差
の
激
し
さ
で
、
だ
る
さ
や
肩

こ
り
な
ど
体
調
不
良
に
な
り
ま
し

た
。
食
事
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
し
っ

か
り
食
べ
た
り
、
ぬ
る
め
で
ゆ
っ

く
り
と
入
浴
し
た
り
と
自
分
に
で

き
る
事
か
ら
気
を
つ
け
て
過
ご
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

め
が
ね
じ
ぃ
じ
）

赤
城
山
を
背
に
袢
天
を
着
て
ふ
と

こ
ろ
手
、
家
族
総
出
で
麦
踏
み
を

し
た
昭
和
は
遠
く
な
り
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
道
を
散
歩
し
て
い
る
と
そ

の
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。

（
太
田
市　

雪
割
草
）

赤
城
山
で
昔
よ
く
「
ワ
カ
サ
ギ
つ

り
」
を
し
て
ま
し
た
。
今
年
は
あ

た
た
か
く
て
氷
が
な
か
な
か
は
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
す
ネ
。
赤
城
の

ワ
カ
サ
ギ
は
フ
ラ
イ
に
し
て
と
っ

て
も
お
い
し
い
で
す
!!

（
前
橋
市　

マ
ル
サ
ン
）

将
来
医
療
関
係
の
職
業
に
つ
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
「
く
ら
し

と
健
康
」を
毎
号
読
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
づ
く
り
の
記
事

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
桐
生
市　

ミ
ッ
キ
ー
★
）

健
康
の
た
め
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

輪
投
げ
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ

等
を
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

吉
澤
育
代
）

32
年
に
わ
た
り
市
民
に
愛
さ
れ
た

六
供
温
水
プ
ー
ル
が
本
年
３
月
末

で
閉
場
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
当
時

は
、
二
人
の
子
ど
も
と
一
緒
に
毎

日
の
よ
う
に
通
い
ま
し
た
。
今
は

亡
き
母
も
、
地
元
自
治
会
が
催
し

た
水
泳
教
室
「
メ
ダ
カ
の
会
」
で

泳
ぎ
を
覚
え
た
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
代
替

施
設
の
建
設
を
望
ん
で
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

第
167
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2024
・
3

袴
は
き
孫
は
卒
業
羽
ば
た
き
ぬ�

和
子

車
停
め
悠
ゆ
う
横
切
る
春
鴉�

星
子

雛
作
り
想
い
出
話
次
つ
ぎ
と�

淨

バ
ス
の
錆
ふ
ん
わ
り
つ
つ
む
犬
ふ
ぐ
り�

丑
男

梅
ま
つ
り
言
葉
す
く
な
き
車
椅
子�

麗
子

投
稿幸

せ
を
掴
め
と
念
ず
掌

石
田
俊
彦

の
ら
く
ら
と
政
倫
審
で
幕
引
く
な

中
島
喜
太
郎

寒
暖
差
木
々
の
新
芽
が
ふ
る
え
て
る

伊
藤
ミ
ツ

リ
ハ
ビ
リ
の
窓
辺
明
る
し
花
ミ
モ
ザ

�

マ
リ
リ
ン

春
彼
岸
ぼ
た
も
ち
の
味
母
の
味

�

ユ
ー
ミ
ン

【
俳
句
】

【
川
柳
】

毎
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー
ド
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
日
々
い
つ
も

と
変
わ
ら
ず
、
小
さ
な
楽
し
み
が

出
来
る
事
が
幸
せ
と
感
じ
て
い
る

私
で
す
。
自
然
災
害
の
被
災
者
の

方
々
に
心
痛
め
て
居
り
ま
す
。

（
前
橋
市　

ト
ト
チ
ャ
ン
）

夫
の
突
然
の
入
院
で
一
人
暮
ら
し

に
な
り
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
少

し
づ
つ
日
常
を
取
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ク
イ
ズ
は
大
好
き
で
す
。

（
前
橋
市　

南
雲
キ
ク
子
）

三
日
坊
主
の
私
で
す
が
日
記
を
書

き
始
め
て
26
年
目
に
な
り
ま
す
。

読
み
返
し
て
い
る
訳
で
も
な
し
、

ど
う
処
分
し
た
ら
良
い
か
悩
ん
で

い
ま
す
。
有
名
作
家
な
ら
お
宝
で

す
の
に
ね
。�

（
前
橋
市　

Ｍ
子
）

花
粉
症
が
大
変
で
す
。
毎
年
鼻
を

ズ
ビ
ズ
ビ
さ
せ
な
が
ら
学
校
へ
行

っ
て
い
ま
す
。
春
は
外
で
い
っ
ぱ

い
遊
び
た
い
の
に
…
と
思
っ
て
い

ま
す
。
つ
ら
い
け
ど
外
で
遊
び
ま

す
。�

（
太
田
市　

み
の
り
ん
）

年
賀
ハ
ガ
キ
が
余
っ
た
の
で
初
投

稿
。
そ
の
年
の
干
支
に
ま
つ
わ
る

動
物
や
話
を
書
く
友
人
が
い
て
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
メ

ー
ル
で
文
章
や
絵
を
送
れ
ば
一
瞬

で
届
き
ま
す
が
、
ハ
ガ
キ
だ
と
何

だ
か
趣
が
あ
り
ま
す
。
け
ど
、
郵

便
料
金
が
ま
た
値
上
げ
す
る
そ
う

で
、
益
々
年
賀
状
じ
ま
い
が
進
み

そ
う
で
す
。�

（
桐
生
市　

ひ
ろ
）

先
月
号
の
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　【
誤
】　

裃
の
肩
尖
ら
せ
豆
を
打
つ�

星
子

　【
正
】　

裃
の
肩
尖
ら
せ
て
豆
を
打
つ�

星
子

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2024
・
3

冠
雪
の
浅
間
の
雄
姿
富
士
に
似
て�

松
ち
ゃ
ん

手
作
り
の
雛
を
飾
り
て
祝
い
酒�

Ｙ
ち
ゃ
ん

木
の
根
本
今
年
咲
い
た
福
寿
草�

Ｍ
ち
ゃ
ん

風
強
く
花
さ
き
み
だ
れ
春
き
た
る�

ミ
ネ

ひ
な
祭
り
久
し
振
り
に
て
う
れ
し
そ
う�

和
ち
ゃ
ん

木
枯
し
や
蕾
は
か
た
し
散
歩
道�
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理
事
会
だ
よ
り

●
２
月
24
日
（
土
）
定
数
28
名
中
24
名
の

出
席
で
10
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

①�

会
務
報
告

②�

専
門
委
員
会
報
告

③��

新
病
院
建
設
用
地
の
売
買
契
約
に
関
す

る
件

④��

２
０
２
３
年
度
活
動
の
ま
と
め
と
２
０

２
４
年
度
基
本
方
針
に
関
す
る
件

⑤��

２
０
２
４
年
度
地
区
別
総
代
会
議
開
催

に
関
す
る
件

⑥�

新
病
院
建
設
に
関
す
る
件

⑦�

事
業
の
廃
止
に
関
す
る
件

⑧�

管
理
者
の
任
免
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
ど
お
り

承
認
し
ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2０24年2月末）
組　合　員 35，291人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，337人
　太田・館 林 地 域　組合員：　5，846人
　桐生・みどり地域　組合員：　2，972人

　その他の地域　組合員：　　136人
出　資　金 9億8,297万1,6００円
一人平均出資金 27，853円

　令和６年能登半島地震により犠牲になられた方々に心から哀悼の
意を表します。被災された皆様に、心からお見舞い申し上げます。
　群馬中央医療生協では、この度の震災において被災者のくらしの
再建を支援するために、災害義援金活動に取り組みました。皆様か
らのあたたかいご支援ご協力をいただきました。厚く御礼申し上げ
ます。
　あわせまして、今回の募金活動について下記の通りご報告致しま
す。

義援金額　669,651円
　義援金はすべて医療福祉生協・全日本民医連を通じて被災地へ届
けられます。

令和６年能登半島地震災害義援金
に対するお礼とご報告

令和６年度　前橋市自治体健診

４月１日より
予約受付開始！

シールが届いてからは、予約が殺到します。

早めのご予約がおススメです!!

―――――ご予約・お問い合わせは―――――

前橋協立病院健診室	 前橋協立診療所
TEL027-265-3511（代表）	 TEL	027-231-6060
平日：9:30～ 16:30	 平日：9：00～17：00

お米・食材のカンパに
ご協力ください

　群馬中央医療生協では、フードドライブを実施
し、必要とする方に食糧支援をおこなっています。
　現在、ご自宅で使われない食料やお米を募集して
います。お米は古米でも結構ですので、支援にご協
力をお願い致します。

〔集めているもの〕
お米・常温保存が可能な食品
　（缶詰め・レトルト食品・インスタント食品・
　 乾麺など）
　�※賞味期限が２か月以上残っているもの

お問い合わせ：

　生協本部　組合員活動課　TEL�027-265-3531（代表）

群馬中央医療生協主催

5月 31日は、世界禁煙デーです。 
たばこを吸うことは、体にたくさんの悪い 

影響があります。そのことをもっと多くの人に 
知ってもらうためのポスターを募集します。 

 

ポスターであなたの街の健康 

を一緒に作りましょう！ 

（応募要項）

＊応募サイズは、A３・A４サイズまたは四つ切もしくは八つ切画用紙とします。 

＊作品の裏面に「学校名(学年)・住所・氏名・電話番号」を明記してください。

＊応募作品の著作権その他一切の権利は群馬中央医療生協に帰属するものと
し、作品は当生協主催の展示会や機関紙で氏名と共に掲示・掲載させていた

だきます。                            (応募作品は返却しません) 

 

【お問い合わせ先・送付先】 〒371-0811 前橋市朝倉町 830－1 
群馬中央医療生活協同組合 生協事務局組合員活動課 ☎027-265-3531 

 

昨年の最優秀賞作品です。 

群馬中央医療生協は、地域の暮らしと健康を守る生協です。 

応募期間：２０２２年５月１３日(金)〆切 

 

ちいまる  

2024年度　５.31WHO世界禁煙デー

禁煙ポスター募集！
優秀賞に選ばれた作品には、景品を準備しています。
作品を応募してくれた方全員に参加賞があります。

応募期間：2024年５月17日（金）締切

【お問い合わせ先・送付先】
〒371-0811前橋市朝倉町830-1
群馬中央医療生活協同組合　生協事務局組合員活動課　
TEL027-265-3531

応 募 要 項
・内容は禁煙を広く社会啓発するものとします。
・	応募対象者は組合員および地域住民（学生含む）とし、年齢制限はあ
りません。
・	応募サイズは、A３・A４サイズまたは四つ切もしくは八つ切画用紙
とします。
・	作品の裏面に「学校名（学年）・住所・氏名（フリガナ）・電話番号」
を明記してください。
・	応募作品の著作権その他一切の権利は群馬中央医療生協に帰属するも
のとし、優秀作品（所属・氏名）は「くらしと健康」等に掲載させて
いただきます。(応募作品は返却しません)
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て
は
、

祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診） 半澤 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３） 萱間 萱間 萱間

(第1,奇数月第4）
萱間

(第2,4,5）
桑原 桑原 桑原 桑原 桑原 桑原

午後
火・金		12:30～ 16:30
月・水		13:30～ 16:30
  木  		15:00～16:30

半澤
(奇数月第4）

＊歯科医の研修等で変更に
なることがあります。担当
制を希望される方は、お手
数ですが事前にお問い合わ
せ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっておりま
す。お電話で予約できます。
＊診療時間中の急患は随時
受け付けておりますので、
ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間（奇数月第4休診）
桑原

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第4）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
江田

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
服部

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口　遠藤
第４週　加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

小泉 遠藤
（15：00～） 江田 伊藤

遠藤
加藤

（15：00～）
夜間

17:00～ 加藤

訪問診療 加藤 遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 野田 小澤
※�糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。
※�新型コロナウイルスワクチン接種のため、午後の診療時間が一部変更となる場合があります。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
科
／
総
合
診
療

午
前

初診 小　林修 中　村 小　野
高　柳（第２/４週） 弘　中 保　田 大　宮

予
約
外
来

一般
瀧　口道
保　田
瀧　口由

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞

瀧　口道
宮　澤
小　野芳

高　柳（第２/４週）

西　上（第４休診）
小　林修
瀧　口由

瀧　口道
瀧　口由
西　上

瀧　口道
西上（第４週）

専門
内科/心療内科：鈴　木（第１/２/３/５週）
糖尿病：深　津
塵　肺：小　林
（第４週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病運動療法：深　津

（第１/３週）
糖尿病・甲状腺：松　本 内科/心療内科：鈴　木

糖尿病：深　津

内科/心療内科：鈴　木（第１/４/５週）
呼吸器：砂長（第３週）
糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第１/３週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

初診 内科医 工藤瑞 大　宮 弘　中 橋　爪洋

＊夜間は予約患者さん専用外来となります。
＊急患の方はいつでもご相談下さい。

予
約
外
来

一般 田ヶ原 野　本 野　本
三　浦章 鈴　木 田ヶ原

橋　爪洋

専門 泌尿器（松尾/石尾）
内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：新　井
肝臓：高　柳 循環器：金　古

糖尿病・甲状腺：綿　貫
心療内科：鈴　木

循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

夜間 予約外来 内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津 三　浦章 西　上（第４週）

訪問
診療

午前 齋　藤 中　村

午後 瀧　口由 保　田 岩　森（第３）
瀧　口由

西　上（第４週）
担　当（第１・３週）

嚥下外来 午後 矢　島賢

小児科

午前 一般 矢　島
佐　藤 矢　島 齋　藤 矢　島

齋　藤
矢　島
齋　藤

齋　藤
佐　藤

午後
予
約
外
来

専門
神経発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

神経発達：齋　藤

アレルギー：矢　島
（第１週休診）

精神衛生相談：角田

予防 予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

予防接種：齋　藤
（第３休診）

乳児健診
齋　藤（第２・４週）

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 神経発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前
婦人科 北　原

（10：00～）
北　原

（９：45～）予約のみ
北　原
予約のみ

北　原
（第２・４週　10：00～）
（第１・３・５週　９：00～）

北　原（第１/３週）
西　出（第４週）産科

午後 婦人科 北　原 北　原 休　診　（手術） 北原（14:30～）（第２・４休診） 北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第４/５週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森	第３週休診 岩　森

脳神経外科 午前 朝　倉 朝　倉
骨 午前 茂　木	８：30～10：00

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 岡　村 柿　崎 高草木 植　原 坂　本 交替制
午後 腸 岡　野 山　𥔎

健　診
午前 交替制 伊　藤 交替制 瀧　口道 深　澤
午前 乳腺・甲状腺 担当医 飯　島 飯　島 飯　島 大　島
午前 婦人科 根　岸 根　岸 飯　島 根　岸 北　原 北　原

小児科受付時間 午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。午後14:00~16:00

2024年４月１日現在の診療体制
第２土曜日・日曜日・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前　月～金
9:00～12:00
土　9:00～12:00

高柳（11:00まで）
井上
大野

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
井上
大野

高柳（11:00まで）
桑原

６日：高柳
20日：井上
27日：谷口

午後
15:30～17:00 高柳 桑原 井上 井上 井上

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

発熱外来をおこなっています。風邪症状がある方は、事前にご連絡ください。なるべく待ち時間が少なくなる
よう対応させていただきます。
2024年度も前橋市自治体健診受け付けます。ご希望の方はご連絡ください。
※レントゲン：月～金曜日の午前中　＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
※休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・国民の休日　＊訪問診療を行っています。詳しくはお問い合わせください。

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第１・２)

西上（第３～５） 西上 鈴木(第４以外)
西上（第４） 小	林 西上(第１・3)

片岡（第４・５）
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 西上

（第１以外） 西上 西上 西上
（第４休）

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第２・４週)
新型コロナウイルスワクチン接種実施中
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
外来受診送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

※第２土曜・
祝日　休診

診療体制は毎月変わる可能性がありますので、受診の際は最新号の「くらしと健康」をご覧いただくか、事業所へお電話でお問い合わせ下さい。

ホームページ
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